
  

 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 札幌保健医療大学 
設置者名 学校法人吉田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

保健医療学部 
（新カリキュラム） 

看護学科 
夜 ・

通信 
 １ 

25 26 13  

栄養学科 
夜 ・

通信 
18 19 13  

保健医療学部 
（旧カリキュラム） 

看護学科 
夜 ・

通信 
  

17 17 13  

栄養学科 
夜 ・

通信 
18 18 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information 

看護学科シラバス（p.40～42）、栄養学科シラバス（p.50～52）に記載 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 札幌保健医療大学 
設置者名 学校法人 吉田学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人吉田学園ホームページ 

情報公開ページにて公表（https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/） 

※「基本情報」の「理事（役員）一覧（2022.6.1）」に記載 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社取締役会長 
2021.4.14～

2023.4.13 
経営企画及び管理 

非常勤 株式会社代表取締役会長 
2021.4.14～

2023.4.13 
経営企画及び管理 

（備考） 

学外理事 3名のうち 2名を記載 

 

  



  

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 札幌保健医療大学 

設置者名 学校法人 吉田学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）には、授業科目/担当教員名/対象学科･年次･学期/選択･必

修/授業形態（講義･演習・実験・実習）/単位数/学科ディプロマ･ポリシーとの対応/

授業目的/到達目標/テキスト･参考書/評価方法･基準/履修上の留意事項/実務経験を

活かした教育内容/各回の学習の主題･授業内容が記載されている。臨地実習に係る科

目は実習方法等を記載している。 

また、履修要項を作成し、「本学の教育理念」「教育目的」「三方針（アドミッション・

ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー）」「履修について」「授業

について」「試験について」「単位･成績について」の項目を共通事項として学生に周知

している。 

授業計画書（シラバス）の作成は前年度 12 月から 2月にかけ、各科目責任者が作成

し教務委員会へ提出する。教務委員会では提出された授業計画書（シラバス）の内容

（授業目的、到達目標、テキスト･参考書、評価方法･基準）が適切であるかどうか確

認し各科目の授業計画を承認する。 

授業計画書（シラバス）は履修要項とともに、当該年度 4月に学生向けに冊子とし

て配付するとともに、ホームページに公表している。 

 

授業計画書の公表方法 
https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/ 

overview/information 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の履修方法については、札幌保健医療大学保健医療学部履修規程（以下「履

修規程」という。）に規定している。試験については履修規程第 13 条の規定に基づき

制定した、札幌保健医療大学試験規程に規定している。 

学修成果の評価として開講学期末に科目責任者から提出された成績は、教務委員

会、教授会の審議を経て単位認定する。 

成績は、秀・優・良・可・不可で評価し可以上を合格とし単位修得を認定する。な

お、規定された出席回数を満たさない科目は「失格」、既修得単位の認定を受けている

科目は「認定」、学期末に在学していない学生は「評定不能」と表示している。 

進級は、後期の単位認定を行う際に学科、学年ごとに設定された進級要件を満たし

ているか教務委員会、教授会で判定し対象学生の進級を決定する。 

卒業は、4 年次の後期単位認定を行い、科目区分ごとに設定された必修科目・選択

科目の合計で、看護学科は 129 単位以上（2022 年度入学生から）、栄養学科は 126 単

位以上（2021 年度入学生から）修得されているかどうか判定し対象学生の卒業を決定

する。 



  

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

GPA＝（「秀」の単位数×4＋「優」の単位数×3＋「良」の単位数×2＋「可」の 

単位数×1）／総履修登録単位数 

※算出された数値の小数点第 3位以下は切り捨てる。 

 

GPA に関する注意事項 

（１）転学科（栄養学科）については、単位認定した科目の成績は「認定」となる

ことから GPA 算出の対象になりません。 

（２）履修訂正期間内に取り消し手続きを行わなかった場合や、履修放棄した場合

などは不合格科目も GPA の算出に含まれます。 

（３）累積成績に基づく GPA を算出する際に、再履修科目が合格した場合は、当該

科目を履修する以前に不合格となった科目（単位数）は計算式（分母）から除

きます。 

（４）入学前に修得した単位のうち、本学で既修得単位として認定した科目は、GPA

の対象にはなりません。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/ 

overview/information 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の保健医療学部看護学科・栄養学科は、教育理念・目的をふまえ、学部教育目

的の「人間と自然、多様な文化や社会に関する知識・理解」「汎用的技能」「態度・志

向性」「専門分野の基礎知識・技術・態度」「多職種との連携協働力」「生涯学習力」の

6 つの資質・能力のもと、下記の到達目標に応じた看護師、管理栄養士の専門職業人

としての人間的基盤の形成および、各専門的能力を修得するとともに各国家試験受験

資格の要件となる単位を含む看護学科は 129 単位以上（2022 年度入学生から）、栄養

学科は 126 単位以上（2021 年度入学生から）の修得を求めます。これらの方針を満た

した者は、看護学科においては学士(看護学)、栄養学科においては学士(栄養学)の学

位を授与します。 

【看護学科】 

DP1-1 社会の一員として社会規範を守り、自己統制力及び責任ある行動力を身につ

けている。 

DP1-2 情報収集力・論理的思考力・多様な表現力を総合的に身につけている。 

DP2  生命への畏敬の念を抱き、人間の尊厳を守り、人々の多様な価値観を尊重でき

る能力を身につけている。 

DP3  人間・環境・健康に関する知識を活用し、人間の生活と環境・健康に関わる社

会的な諸課題を多角的に捉える能力を身につけている。 

DP4  地域に暮らす生活者を全人的に理解し、看護の対象となる個人・家族・集団・

地域社会の健康課題を明らかにし、その解決を図るために必要な実践力の基礎

を身につけている。 

DP5  保健医療福祉を担う看護職の役割と責務に基づき、対象者の QOL の向上に向

けて多職種及び関係者と連携・協働できる能力の基礎を身につけている。 

DP6  保健医療福祉及び看護の発展を志向し、看護職としての専門的能力を継続的

に向上させるために必要な能力を身につけている。 

【栄養学科】 

DP1-1 社会の一員として社会規範を守り、自己統制力および責任ある行動力を身に

つけている。 

DP1-2 情報収集力・論理的思考力・多様な表現力を総合的に身につけている。 

DP2  生命への畏敬の念を抱き、人間の尊厳を守り、人々の多様な価値観を尊重でき

る能力を身につけている。 

DP3  人間・環境・健康に関する知識を活用し、健康生活に関わる栄養と食の社会的

な諸課題を多角的に捉える能力を身につけている。 

DP4  栄養管理の対象となる人々の健康レベルと生活特性に適した栄養ケアのマネ

ジメント力の基礎を身につけている。 

DP5  保健医療福祉を担う管理栄養士の役割と責務に基づき、対象者の QOL の向上

に向けて多職種および関係者と連携・協働できる能力の基礎を身につけてい

る。 

DP6  保健医療福祉および栄養学の発展を志向し、栄養専門職としての専門的能力

を継続的に向上させるために必要な能力を身につけている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/ 

overview/information 
 

  



  

 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 札幌保健医療大学 

設置者名 学校法人 吉田学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

学校法人吉田学園ホームページ 

情報公開ページ（経営及び財政に関する情報）に

て公表 

（https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/） 

収支計算書又は損益計算書 

学校法人吉田学園ホームページ 

情報公開ページ（経営及び財政に関する情報）に

て公表 

（https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/） 

財産目録 

学校法人吉田学園ホームページ 

情報公開ページ（経営及び財政に関する情報）に

て公表 

（https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/） 

事業報告書 

学校法人吉田学園ホームページ 

情報公開ページ（経営及び財政に関する情報）に

て公表 

（https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/） 

監事による監査報告（書） 

学校法人吉田学園ホームページ 

情報公開ページ（経営及び財政に関する情報）に

て公表 

（https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/） 
 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information 



  

 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 保健医療学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information） 

（概要） 

本学の教育理念である「人間力教育」を根幹に、「豊かな感性」、「高潔な精神」、

「確かな知力」を培い、「他者との共存」ができる人間力を有し、多様化する保健医療

の進展と地域のニーズに 対応できる実践力を備えるとともに、将来にわたり保健医療

の専門性を追求し続ける保健医療専門職者を育成する。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information） 

（概要） 

本学のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）は以下の通り 

 

【看護学科】 

DP1-1 社会の一員として社会規範を守り、自己統制力及び責任ある行動力を身につけ

ている。 

DP1-2 情報収集力・論理的思考力・多様な表現力を総合的に身につけている。 

DP2  生命への畏敬の念を抱き、人間の尊厳を守り、人々の多様な価値観を尊重でき

る能力を身につけている。 

DP3  人間・環境・健康に関する知識を活用し、人間の生活と環境・健康に関わる社

会的な諸課題を多角的に捉える能力を身につけている。 

DP4  地域に暮らす生活者を全人的に理解し、看護の対象となる個人・家族・集団・

地域社会の健康課題を明らかにし、その解決を図るために必要な実践力の基礎

を身につけている。 

DP5  保健医療福祉を担う看護職の役割と責務に基づき、対象者の QOL の向上に向け

て多職種及び関係者と連携・協働できる能力の基礎を身につけている。 

DP6  保健医療福祉及び看護の発展を志向し、看護職としての専門的能力を継続的に

向上させるために必要な能力を身につけている。 

 

【栄養学科】 

DP1-1 社会の一員として社会規範を守り、自己統制力および責任ある行動力を身につ

けている。 

DP1-2 情報収集力・論理的思考力・多様な表現力を総合的に身につけている。 

DP2  生命への畏敬の念を抱き、人間の尊厳を守り、人々の多様な価値観を尊重でき

る能力を身につけている。 

DP3  人間・環境・健康に関する知識を活用し、健康生活に関わる栄養と食の社会的

な諸課題を多角的に捉える能力を身につけている。 

DP4  栄養管理の対象となる人々の健康レベルと生活特性に適した栄養ケアのマネ

ジメント力の基礎を身につけている。 

DP5  保健医療福祉を担う管理栄養士の役割と責務に基づき、対象者の QOL の向上に

向けて多職種および関係者と連携・協働できる能力の基礎を身につけている。 

DP6  保健医療福祉および栄養学の発展を志向し、栄養専門職としての専門的能力を

継続的に向上させるために必要な能力を身につけている。 



  

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information） 

（概要） 

【看護学科】 

看護学科では、社会人としてまた看護職として必要な知識・技術・態度および専

門的実践力を修得し、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力を身につけるために、

次のような教育内容・教育方法・評価方法によってカリキュラムを編成し実施しま

す。 

＜教育内容＞ 

（１）教育課程（カリキュラム）を「基礎教育」と「専門教育」で編成します。 

基礎教育では、「人間」と「環境（自然・社会・文化）」について広く学び、

社会人としての基盤を形成するための科目を、看護学科・栄養学科の共通およ

び合同科目として配置します。 

専門教育では、看護職の専門分野において基礎となる知識・技術・態度およ

び専門的実践力の基礎とその応用力を育成するため、「専門基礎科目」と「専

門科目」の科目を配置します。 

（２）学修の過程は、教育内容の専門性の深化を考え、「基礎教育科目」から「専

門基礎科目」、「専門科目」へと、学生が学びやすい設定にします。 

学年進行に合わせて学修の積み上げができるように、基礎教育科目は原則１

～２年次に、専門基礎科目は主として２年次までに、専門科目を１～４年次に

配置します。 

（３）大学での学修を支援するために本学独自の科目を配置し、主体的な学修と学

業継続に必要なスキルを育成します。 

学生が本学の教育理念を学び、大学生活に早期に適応でき、大学での主体的

学修と学業継続の基礎となるソーシャル・スキルおよびアカデミック・スキル

を高めることができりように、本学独自に栄養学科との合同科目「学びの理解」

を配置します。 

（４）保健医療福祉に関する社会活動への参画や協働体験をする科目を配置し、学

生の主体性、社会性と責任感を育てます。 

看護職を目指す学生が自ら考え行動し、社会活動に参画、協働する意欲、社

会性、責任ある行動を身につけ、専門科目を履修する際の基盤づくりができる

ように、保健医療福祉に関する活動で体験した多様な学びを単位として認定す

る選択科目「特別総合科目」を配置します。 

（５）地域の保健医療福祉への理解を深める科目を配置し、地域に暮らす生活者の

理解と健康生活を支援する関係職種の連携・協働力を育成します。 

地域に暮らす人々の生活や健康を理解し、看護職として必要な支援を考える

専門科目を 1年次から配置します。また、各学年の学修進度に合わせ、地域の

生活と健康との関連、地域の健康課題と社会資源、保健医療福祉チームに係る

多職種の理解と連携方法、事例からの学びを通して看護職としての専門性や役

割の理解を深めることができるように、看護職に必要な保健医療福祉の基礎科

目や専門科目と並行し、1～4年次に栄養学科との合同科目として「地域連携ケ

ア論Ⅰ～Ⅳ」を配置します。 

（６）看護の専門性を追及する専門科目として複数の専門科目を配置し、看護職と

してのキャリア形成を促します。 

学生がキャリア形成について考える専門科目として、２年次に「スポーツと

看護」、４年次に「クリティカル看護論」「慢性看護論」「国際看護論」「栄

養サポートチーム論」などの選択科目を配置します。 

＜教育方法＞ 

（１）各科目の特性によって、講義、演習、実習の授業形態を適切に取り入れ、学



  

 

修効果の向上を図る教育を展開します。 

（２）演習・実習科目において、１年次からさまざまなアクティブ・ラーニング手

法を導入し、社会性や協調性、主体性、論理的思考を培い、コミュニケーショ

ン力の向上を図ります。 

（３）専門教育の知識基盤となる初年次の理系科目では、基礎学力の向上を促進す

るため、入学前のプレ学習、入学直後の補修を行います。 

（４）1～４年次を通して、学年担任を中心に適宜面談を行いながら、ポートフォリ

オの活用や継続的な学修指導を行い、学修の振り返りと課題の明確化を促し、

学びの向上を支援します。 

＜評価方法＞ 

（１）シラバスに記載されている各科目の明確な評価方法と基準に基づいて到達度

を厳格に評価します。 

（２）各科目とディプロマ・ポリシーとの関連を可視化し、学修成果の到達度を評

価します。 

（３）各年次終了時に、学則に定める進級制度により進級の可否を判断します。 

（４）ＧＰＡ（グレード・ポイントの設定）制度を導入し、学修状況の評価・判定

を行います。 

（５）学期ごとに授業評価アンケートを実施し、授業評価とともに授業に対する学

生の取り組み姿勢についての自己評価を行います。 

 

【栄養学科】 

栄養学科では、社会人としてまた管理栄養士として必要な知識・技術・態度およ

び専門的実践力を修得し、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力を身につけるた

めに、次のような教育内容・教育方法・評価方法によってカリキュラムを編成し実

施します。 

＜教育内容＞ 

（１）教育課程（カリキュラム）を「基礎教育」と「専門教育」で編成します。 

基礎教育では、「人間」と「環境（自然・社会・文化）」について広く学び、

社会人としての基盤を形成するための科目を、栄養学科・看護学科の共通およ

び合同科目として配置します。 

専門教育では、管理栄養士の専門分野において基礎となる知識・技術・態度

および専門的実践力の基礎とその応用力を育成するため、「専門基礎科目」と

「専門科目」の科目を配置します。 

（２）学修の過程は、教育内容の専門性の深化を考え、「基礎教育科目」から「専

門基礎科目」、「専門科目」へと、学生が学びやすい設定にします。 

学年進行に合わせて学修の積み上げができるように、基礎教育科目は原則１

～２年次に、専門基礎科目は主として２年次までに、専門科目は１～４年次に

配置します。 

また、基礎教育の選択科目は全学年を通じて履修でき、学生の個別性を考慮

した学修を可能にします。 

（３）大学での学修を支援するために本学独自の科目を配置し、主体的な学修と学

業継続に必要なスキルを育成します。 

学生が本学の教育理念を学び、大学生活に早期に適応でき、大学での主体的

学修と学業継続の基礎となるソーシャル・スキルおよびアカデミック・スキル

を高めることができりように、本学独自に看護学科との合同科目「学びの理解」

を配置します。 

（４）保健医療福祉に関する社会活動への参画や協働体験をする科目を配置し、学

生の主体性、社会性と責任感を育てます。 

管理栄養士を目指す学生が自ら考え行動し、社会活動に参画、協働する意欲、



  

 

社会性、責任ある行動を身につけ、専門科目を履修する際の基盤づくりができ

るように、保健医療福祉に関する活動で体験した多様な学びを単位として認定

する選択科目「特別総合科目」を配置します。 

（５）地域の保健医療福祉への理解を深める科目を配置し、地域に暮らす生活者の

理解と健康生活を支援する関係職種の連携・協働力を育成します。 

各学年の学修進度に合わせ、地域の生活と健康との関連、地域の健康課題と

社会資源、保健医療福祉チームに係る多職種の理解と連携方法、事例からの学

びを通して管理栄養士としての専門性や役割の理解を深めることができるよ

うに、管理栄養士に必要な保健医療福祉の基礎科目や専門科目と並行し、1～4

年次に看護学科との合同科目として「地域連携ケア論Ⅰ～Ⅳ」を配置します。 

（６）学生が自ら選択して学修内容を深め、進路選択の一助となるよう、履修モデ

ルとして、「食育実践」、「スポーツ栄養」、「臨床栄養」の各コースを配置

します。 

「食育実践コース」：子どもから大人まで幅広い世代を対象とした健康増進の

ための栄養教育に関わる選択科目で構成します。 

「スポーツ栄養コース」：アスリートや健康運動実践者などを対象とした栄養

サポートを行うためのスポーツ栄養に関わる選択科目で

構成します。 

「臨床栄養コース」：傷病者を対象としたチーム医療を含む栄養ケアを行うた

めの臨床栄養学に関わる選択科目で構成します。 

＜教育方法＞ 

（１）各科目の特性によって、講義、演習、実験、実習の授業形態を適切に取り入

れ、学修効果の向上を図る教育を展開します。また、一部の科目で習熟度別ク

ラスを設定します。 

（２）演習・実験・実習科目において、１年次からさまざまなアクティブ・ラーニ

ング手法を導入し、社会性や協調性、主体性、論理的思考を培い、コミュニケ

ーション力の向上を図ります。 

（３）専門教育の知識基盤となる初年次の理系科目では、基礎学力の向上を促進す

るため、入学前のプレ学習、入学直後の補修を行います。 

（４）1～４年次を通して、学年担任を中心に適宜面談を行いながら、ポートフォリ

オの活用や継続的な学修指導を行い、学修の振り返りと課題の明確化を促し、

学びの向上を支援します。 

＜評価方法＞ 

（１）シラバスに記載されている各科目の明確な評価方法と基準に基づいて到達度

を厳格に評価します。 

（２）各科目とディプロマ・ポリシーとの関連を可視化し、学修成果の到達度を評

価します。 

（３）各年次終了時に、学則に定める進級制度により進級の可否を判断します。 

（４）ＧＰＡ（グレード・ポイントの設定）制度を導入し、学修状況の評価・判定

を行います。 

（５）学期ごとに授業評価アンケートを実施し、授業評価とともに授業に対する学

生の取り組み姿勢についての自己評価を行います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information） 



  

 

（概要） 

求める学生像 

（１）確かな学力を持った人 

基礎学力を有し、学修意欲があり積極的に課題解決に取り組む人。入学後、

真摯に積極的な態度で学修に取り組む人。 

（２）保健医療への関心がある人 

人々の健康と生活を支える看護学・栄養学に興味・関心を持っている人。入

学後、広い視野から人々の健康生活に興味・関心を持てる人。 

（３）豊かな社会性を備えている人 

社会の一員として責任を持ち、相手の立場になって考え、様々な人と協力し

合いながら行動できる人。入学後、積極的に他者とのコミュニケーションを通

じて自分の立場を理解し、責任を持って行動できる人。 

（４）強い向上心を持っている人 

保健医療に携わる看護師、保健師、管理栄養士として地域に貢献する意欲を

持ち、生涯にわたって学びを継続しようと努力する人。入学後、地域に対して

何ができるかを考え、様々な問題の解決に向かって行動できる人。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information 

 

  



  

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

保健医療学部 － 20 人 8 人 10 人 11 人 2 人 51 人

 － 人 人 人 人 人 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 66 人 66 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法： 

https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/ 

overview/information

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

ＦＤについては、ＦＤ委員会が、年度毎のＦＤテーマに基づく年次計画を立てて主催し

ている。その活動内容は、ＦＤ研修会、学術セミナー、学生による授業評価アンケートの

実施である。 

 2021（令和 3）年度には、ＦＤ委員会を 7 回開催して必要な事項を審議して、ＦＤ研修

会 4 回、学術セミナー3回及び授業評価アンケートを実施しました。 

実施したＦＤ研修会】 

第 1回：8月 27 日(金)、テーマ「新型コロナウイルスと変異株について」 

第 2回：9月 22 日(水)、テーマ｢学士教育（大学教育）において、不変なこととは何

か～学生の学びを支えるために～」 

第 3回：11 月 4 日(木)、テーマ「すべてのことにはときがある」 

第 4回：11 月 26 日(金)、テーマ「運動と健康 UP To Date」 

【実施した学術セミナー】 

第 1回：6 月 21 日(月)、テーマ「妊娠期栄養と OCM の重要性～DOHaD 研究における葉

酸～」 

第 2回：8月 27 日(金)、テーマ①「科研費の獲得について」②「科研費の事務手続き

および不正使用・不正行為について」 

第 3回：2月 21 日（月）、テーマ「母子保健に関する研究と地域における活動」 
 

 
 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

保健医療学部 180 人 167 人 92.8％ 720 人 632 人 87．8％ 0 人 4 人

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人

合計 180 人 167 人 92.8％ 720 人 632 人 87．8％ 0 人 4 人

（備考） 



  

 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

保健医療学部 
132 人

（100％）

0 人

（  0％）

125 人

（  94.7％）

7 人

（  5.3％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
132 人

（100％）

0 人

（  0％）

125 人

（  94.7％）

7 人

（  5.3％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

【看護学科】 

ＪＣＨＯ札幌北辰病院、ＪＣＨＯ北海道病院､ＪＲ札幌病院､ＮＴＴ東日本札幌病院､愛心メモリアル病

院、愛全病院､旭川医科大学病院、熱海所記念病院、板橋中央総合病院、イムス札幌消化器中央総合病院､

医療法人たんぽぽ小児科、江別病院、柏葉脳神経外科病院､クラーク病院、恵佑会札幌病院、さっぽろ香

雪病院、国立がん研究センター東病院、埼玉医科大学病院、札幌医科大学附属病院、札幌厚生病院、札幌

心臓血管クリニック札幌、札幌徳洲会病院、札幌西円山病院､札幌東徳洲会病院､札幌北楡病院、札幌山

の上病院、社会医療法人宏潤会大同病院、昭和大学江東豊洲病院、市立札幌病院、製鉄記念室蘭病院、千

葉大学病院、札幌禎心会病院、手稲渓仁会病院､東邦大学医療センター大森病院、斗南病院、名古屋大学

医学部付属病院、名寄市立総合病院､ 函館五稜郭病院、東札幌病院、北海道大野記念病院、北海道がん

センター北海道大学病院、恵み野病院、苫小牧市、名寄市、倶知安町、沼田町、本別町、泊村 

（進学）旭川高等看護学院 

【栄養学科】 

旭川医科大学病院、小樽四ツ葉学園中央保育所、しったん、三愛病院、手稲つむぎの杜、特別養護老人ホ

ームひかりの、ニチイキッズ札幌駅北口保育園、横山製粉、コープさっぽろ、エームサービス、エムエム

ピー、クリエイティブ食彩倶楽部、日清医療食品、北海道、羽幌町 

 

（備考） 

 

  



  

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

保健医療学部 
１４５人

（100％）

１２０人

（ 82.8％）

１３人

（9.0％）

１２人

（  8.3％）

０人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
１４５人

（100％）

１２０人

（  82.8％）

１３人

（  9.0％）

１２人

（  8.3％）

０人

（  ％）

（備考） 

留年は学業成績不振により進級要件を満たさなかった学生数合計。 

中途退学は、進路変更によるものが多い。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 授業計画書（シラバス）には、授業科目／担当教員名／対象学科・年次・学期／選択・必修

／授業形態（講義・演習・実験・実習）／単位数／学科ディプロマ・ポリシーとの対応／授業

目的／到達目標／テキスト／参考書／評価方法・基準／履修上の留意事項／実務経験を活か

した教育内容／各回の学習の主題・授業内容が記載されている。臨地実習に係る科目は実習方

法／実習施設を記載している。 

 また、履修要項を作成し、「本学の教育理念」「本学の教育目的」「学科の教育目的」「本

学の教育目標」「学科の教育目標」「三方針（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシ

ー、アドミッション・ポリシー）」「履修について（学期・在学年限・履修登録等）」「授業

について（授業時間・休講・補講・欠席の取扱い等）」「試験について（種類・受験資格・方

法・不正行為等）」「単位・成績について（成績評価とＧＰ）」の項目を共通事項として学生

に周知している。 

 授業計画書（シラバス）の作成は開講前年度の 12 月から 2月にかけ、各科目責任者が作成

し、教務委員会へ提出する。教務委員会では提出された授業計画書（シラバス）の内容（授業

目的、到達目標、テキスト・参考書、評価方法・基準）が適切であるかどうか確認し各授業計

画書（シラバス）は履修要項とともに、当該年度 4 月に学生向けに冊子として配付するととも

にホームページにも公表している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 授業科目の履修方法については、札幌保健医療大学保健医療学部履修規程（以下「履修規程」

という。）に規定している。試験については履修規程第 13 条の規定に基づき、札幌保健医療

大学試験規程を規定している。 

 学修成果の評価として開講学期末に科目責任者から提出された成績は、教務委員会、教授会

で審議を経て単位を認定される。 

 成績は、秀・優・良・可・不可で評価し、「可」以上を合格とし単位の修得を認定する。な

お、規定された出席回数を満たさない科目は「失格」、既修得単位の認定を受けている科目は

「認定」、学期末に在学していない学生は「認定不能」と表示している。 

 進級については、後期の単位認定を行なう際に学科、学年ごとに設定された進級要件を満た

しているか教務委員会、教授会で判定し、進級する学生を決定している。 

 卒業については、4 年次の後期の単位を認定し、科目区分ごとに設定された必修科目・選択

科目の合計で、看護学科は 129 単位以上を、栄養学科は 126 単位以上が修得されているかどう

か判定し、卒業する学生を決定している。 



  

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

保健医療学部 
看護学科 129 単位 有・無 45 単位

栄養学科 126 単位 有・無 48 単位

 
 単位 有・無 単位

 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

（１）保健師国家試験受験資格の取得

のための履修希望者選抜基準として

規定 

（２）年度末の成績通知に GPA を記載

し、履修計画や履修指導に活用 

（３）学年担任が、履修指導を行う際に

活用 

公表方法：https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about 

/overview/information 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information 

 

  



  

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

保健医療

学部 

看護学科 1,500,000 円 300,000 円 0 円 

栄養学科 1,050,000 円 300,000 円 0 円 

 
 円 円 円 

 円 円 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

学年担任制をとり、必要に応じて面談を実施し、修学等をトータルに支援する体制を敷い

ている。また、教員がオフィスアワーを設定し、修学支援等について相談しやすい環境作り

をしている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア開発委員会が主体となり、学科毎の進路支援スケジュールを策定し、各種講演、

国家試験対策を実施している。また、「就職活動の手引き」冊子を学科毎に作成し学生に配

付している。さらに就職支援として、キャリア開発委員会、キャリア支援室及び学年担任が

連携して、学内説明会・履歴書作成指導・就職模擬面接を実施している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

健康管理室では、学生の健康情報について管理し、必要に応じて教職員と情報共有してい

る。また、感染症予防等についての啓発を行っている。 

学生相談室を設置し、学生相談員 2 名により週 4 日相談室を開室している。学生相談室で

は健康管理室と必要な情報を共有し、心身の健康支援体制をとっている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/about/overview/information 

 

  



  

 

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10 人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 札幌保健医療大学 

設置者名 学校法人 吉田学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
85 人 81 人 79 人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 48 人 49 人  

第Ⅱ区分 22 人 22 人  

第Ⅲ区分 15 人 10 人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0 人 

合計（年間）   79 人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0 人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
0 人 人 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

0 人 人 人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
0 人 人 人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
0 人 人 人 

計 0 人 人 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 0 人 前半期 人 後半期 人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 0 人 

３月以上の停学 0 人 

年間計 0 人 



  

 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0 人 

訓告 0 人 

年間計 0 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

0 人 人 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 3 人 人 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
1 人 人 人 

計 3 人 人 人 



  

 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

79人

後半期

81人

49人

22人

10人

学校名

設置者名

札幌保健医療大学

学校法人　吉田学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

85人

48人第Ⅰ区分

学校コード F101310100356

（備考）

内
訳

22人

15人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

79人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

0人

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 3人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

1人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

3人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


